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1. 要約
この資料は、R8C/35AグループのタイマRE(リアルタイムクロックモード )を使用した時計動作のプログ

ラムについての設定方法例、及び応用例について説明します。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は次のマイコン、条件での利用に適用されます。

•マイコン ：R8C/35Aグループ

• XINクロック周波数 ：20MHz
• XCINクロック周波数 ：32.768kHz

本アプリケーションノートは、上記グループと同様の SFR(周辺機能制御レジスタ )を持つR8Cファミリ

マイコンでも使用できます。ただし、一部の機能を変更している場合がありますのでユーザーズマニュア

ルで確認してください。また、本アプリケーションノートで説明しているプログラムを使用される場合は

十分な評価を行ってください。
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3. 応用例の説明

3.1 プログラム概要

タイマREをリアルタイムクロックモードで動作させます。2009年1月1日 (木 )0時0分0秒 (初期設定 )
からカウントを開始し、24時間モードで動作します。9999年12月31日23時59分59秒の状態でカウント

アップすると 0000年 1月 1日 0 時 0 分 0 秒になります。秒周期割り込みで秒データ (TRESEC)、分データ

(TREMIN)、時データ (TREHR)、曜日データ (TREWK) を取得します。曜日に変更があった際に年月日を

更新します。また、年月日のデータはBCDコードを使用します。

閏年の判定は、以下の内容で行います。

•西暦が4で割り切れる年は、閏年です。

•ただし、西暦が100で割り切れる年は、平年です。

•ただし、西暦が400で割り切れる年は、閏年です。

＜設定条件＞

• CPUクロックにXINクロック (20MHz)を使用します。

•タイマREのカウントソースは fC4(XCINクロック (32.768kHz)の4分周 )を使用します。

• 24時間モードを選択します。

•低速オンチップオシレータを停止します。

•タイマRE割り込み(秒周期割り込み )を使用します。

(直ぐに割り込み処理を行うので、BSYビットは使用していません)

図 3.1にブロック図を、図 3.2に動作フローを示します。

図 3.1 ブロック図

タイマRE : リアルタイムクロックモード
(24時間モード)

fC4 4ビットカウンタ 8ビットカウンタ

(1/16)

1/2

TRESEC TREMIN TREHR TREWK

1秒

(1 ）秒 

タイマRE割り込み

(1/256)
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図 3.2 動作フロー

3.2 使用メモリ

使用メモリサイズは C コンパイラのバージョンやコンパイルオプションによって異なります。上記は

次の条件の場合です。

Cコンパイラ：M16C Series, R8C Family C Compiler V.5.45 Release 01
コンパイルオプション：-c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)" -R8C

表 3.1 使用メモリ

使用メモリ サイズ 備考

ROM 645バイト r01an0079_src.cモジュール内

RAM 11バイト r01an0079_src.cモジュール内

最大使用ユーザスタック 19バイト

最大使用割り込みスタック 4バイト

【 タイマRE 】初期化 
・タイマRE割り込み禁止
・タイマRE動作停止
・タイマREリセット
・リアルタイムクロックモード
・24時間モード
・2009年1月1日(木)0時0分0秒(初期値)
・秒周期割り込み
・タイマRE割り込み許可
・タイマRE動作開始

【 タイマRE 】割り込み処理 
・秒データ取得
・分データ取得
・時データ取得
・曜日データ取得

【 】 年月日更新処理 
・“日”更新
・“月”更新
・“年”更新
・閏年対応

Start
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4. ソフトウェア説明
「3.  応用例の説明」を実現するための初期設定手順と設定値を示します。各レジスタの詳細は「R8C/35A
グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編」を参照願います。

レジスタ図において、×はこの応用では使用しないビット、空白は変更しないビット、－は予約ビット

または、何も配置されていないビットです。

4.1 関数表

宣言 void main(void)
概要 メイン関数

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

unsigned char leap_flg 閏年フラグ

unsigned char up_flg アップデートフラグ

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 システムクロックとタイマREの初期設定を行います。

初期設定した年月日の閏年判定を行い、閏年フラグを設定します。
タイマREのカウントを開始します。

アップデートフラグが“1”であれば、年月日の更新を行います。

宣言 void mcu_init(void)
概要 システムクロック設定処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 システムクロック（XINクロック）、XCINクロックの設定を行います。

宣言 void timer_re_init(void)
概要 タイマRE関連SFR初期設定処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 タイマREをリアルタイムクロックモードで使用するためのSFRレジスタの初

期設定を行います。
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宣言 void _timer_re(void)
概要 タイマRE割り込み処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

unsigned char wk 曜日データ格納

unsigned char hr 時データ格納

unsigned char min 分データ格納

unsigned char sec 秒データ格納

unsigned char wk_old 前回曜日データ格納

unsigned char up_flg アップデートフラグ

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 タイマRE割り込み処理を行います。

秒データ、分データ、時データ、曜日データを取得し、アップデートフラグを
“1”に設定します。

宣言 void update(void)
概要 アップデート処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

unsigned short year 年データ格納

unsigned char month 月データ格納

unsigned char day 日データ格納

unsigned char wk 曜日データ格納

unsigned char wk_old 前回曜日データ格納

unsigned char up_flg アップデートフラグ

unsigned char leap_flg 閏年フラグ

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 年月日の更新を行います。
年データを更新した場合は、閏年判定を行い、閏年フラグを更新します。

宣言 unsigned char leap_chk(void)
概要 閏年判定処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

unsigned short year 年データ格納

戻り値 型 値 意味

unsigned char COMM 平年

LEAP 閏年

機能説明 閏年の判定行います。
年データの値が4で割り切れる年は、閏年です。

ただし、年データの値が100で割り切れる年は、平年です。

ただし、年データの値が400で割り切れる年は、閏年です。
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4.2 メイン関数

•フローチャート

asm(“FCLR I”)

main()

割り込み禁止

タイマRE関連SFR初期設定処理

timer_re_ini()
タイマRE関連SFR初期設定処理(リアルタイムクロックモード）

システムクロック設定処理(XIN 、クロック XCINクロック設定）
システムクロック設定処理

mcu_init()

asm(“FSET I”) 割り込み許可

(1)

(2)

tstart_trecr1 ← 1

up_flg = UPDATE ?

アップデート処理

update()

タイマREカウント開始

閏年判定処理

アップデートあり?

年月日を更新

Yes(アップデート)

No

tcstf_trecr1 = 0 ?
Yes(カウント停止)

No

閏年判定処理

leap_chk()

leap_flg ← 戻り値 閏年判定結果
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•レジスタ設定

(1) タイマREカウントを開始します。

タイマRE制御レジスタ1 (TRECR1)

(2) タイマREカウントが開始するまで待ちます。

タイマRE制御レジスタ1 (TRECR1)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 × × －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b7 TSTART タイマREカウント開始ビット 1：カウント開始 R/W

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b1 TCSTF タイマREカウントステータスフ

ラグ

0：カウント停止中

1：カウント中

R
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4.3 システムクロック設定処理

•フローチャート

prc0 ← 1 システム制御レジスタプロテクト解除

mcu_init()

cm1 ← cm1 & 0x3f

prc0 ← 0 システム制御レジスタプロテクト

XINクロック選択

CPUクロック分周なし

cm14 ← 0 低速オンチップオシレータ発振

cm07 ← 0

cm06 ← 0 CM16、CM17有効

繰り返し
(i <= 32000)

i++ 発振安定待ち

return

ocd2 ← 0 ：システムクロック XINクロック選択

(3)

(4)

(5)

(9)

(6)

(15)

(16)

(14)

cm03 ← 0 XCINクロック発振

(10)

xcsel ← 1 XCINをP4_3、XCOUTをP4_4に接続

(11)

(12)

cm04 ← 1 XCIN、XCOUT端子に切り替え

(13)

pd4 ← pd4 & 0xe7 P4_3(/XCIN)を入力モードに設定(1)

P4_4(/XCOUT)を入力モードに設定

pur1 ←  pur1 & 0x38 P4_3(/XCIN)プルアップなし(2)

P4_4(/XCOUT)プルアップなし

cm13 ← 1 XIN-XOUT端子

(7)

cm05 ← 0 XINクロック発振

(8)

cm14 ← 1 低速オンチップオシレータ停止
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•レジスタ設定

(1) P4_3(/XCIN)、P4_4(/XCOUT)を入力モードに設定します。

ポートP4方向レジスタ (PD4)

(2) P4_3(/XCIN)、P4_4(/XCOUT)をプルアップなしに設定します。

プルアップ制御レジスタ1 (PUR1)

(3) CM0、CM1、CM3、OCDレジスタへの書き込みを許可します。

プロテクトレジスタ (PRCR)

(4) 低速オンチップオシレータを発振させます。

システムクロック制御レジスタ1(CM1)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 × × × 0 0 － － －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b3 PD4_3 ポートP4_3方向ビット 0：入力モード (入力ポートとして機能 ) R/W
b4 PD4_4 ポートP4_4方向ビット R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － × × × － 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 PU10 P4_3のプルアップ 0：プルアップなし R/W
b1 PU11 P4_4～P4_7のプルアップ R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － × × × 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 PRC0 プロテクトビット0 CM0、CM1、CM3、OCDレジスタへの書き込み

許可
1：書き込み許可

R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － 0 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 CM14 低速オンチップオシレータ発振停止

ビット
0：低速オンチップオシレータ発振 R/W
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(5) P4_6、P4_7をXIN-XOUT端子に切り替えます。

システムクロック制御レジスタ1(CM1)

(6) XINクロックを発振させます。

システムクロック制御レジスタ0(CM0)

(7) XCINをP4_3、XCOUTをP4_4に接続します。

入出力機能端子選択レジスタ (PINSR)

(8) XCIN、XCOUT端子に切り替えます。

システムクロック制御レジスタ0(CM0)

(9) XCINクロックを発振させます。

システムクロック制御レジスタ0(CM0)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － 1 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b3 CM13 ポートXIN-XOUT切り替えビット 1：XIN-XOUT端子 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × － －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b5 CM05 XINクロック (XIN-XOUT)停止

ビット

0：発振 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 × × × × × － － 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 XCSEL XCIN/XCOUT端子接続ビッ

ト

1：XCINをP4_3、XCOUTをP4_4に接続する R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 × － －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 CM04 ポート、XCIN-XCOUT切り替え

ビット

1：XCIN、XCOUT端子 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × － －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b3 CM03 XCINクロック停止ビット 0：発振 R/W
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(10) 発振安定待ちを行います。

(11) XINクロックを選択します。

システムクロック制御レジスタ0(CM0)

(12) システムクロックをXINクロックに選択します。

発振停止検出レジスタ (OCD)

(13) CPUクロック分周比選択ビット1を設定します。

システムクロック制御レジスタ1(CM1)

(14) CPUクロック分周比選択ビット0を設定します。

システムクロック制御レジスタ0(CM0)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × － －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b7 CM07 XIN、XCINクロック選択ビット 0：XINクロック R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － × 0 × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b2 OCD2 システムクロック選択ビット 0：XINクロック選択 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 0 － × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b6 CM16 CPUクロック分周比選択

ビット1

b7 b6

 0 0：分周なしモード
R/W

b7 CM17 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × － －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b6 CM06 CPUクロック分周比選択ビット0 0：CM1レジスタのCM16、CM17ビット有効 R/W
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(15) 低速オンチップオシレータ停止します。

システムクロック制御レジスタ1(CM1)

(16) CM0、CM1、CM3、OCDレジスタへの書き込みを禁止します。

プロテクトレジスタ (PRCR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － 1 × × ×

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 CM14 低速オンチップオシレータ発振停止

ビット
1：低速オンチップオシレータ停止 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － × × × 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 PRC0 プロテクトビット0 CM0、CM1、CM3、OCDレジスタへの書き込み

許可
0：書き込み禁止

R/W
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4.4 タイマRE関連SFR初期設定処理

•フローチャート

•レジスタ設定

(1) タイマRE割り込みを禁止します。

割り込み制御レジスタ (TREIC)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 ILVL0 割り込み優先レベル選択ビット b2 b1 b0

 0 0 0：レベル0 (割り込み禁止 )
R/W

b1 ILVL1 R/W
b2 ILVL2 R/W
b3 IR 割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし R/W

tstart_trecr1 ← 0

timer_re_init()

タイマREカウント停止

trerst_trecr1 ← 1
trerst_trecr1 ← 0

return

trecr1 ← 0x48

trecr2 ← 0x01

trecsr ← 0x08

treic ← 0x01

24時間モード

秒周期割り込み許可

リアルタイムクロックモード

No
tcstf_trecr1 = 1 ?

タイマRE割り込み許可(レベル1)

treic ← 0x00 タイマRE割り込み禁止

Yes(カウント中)

No

(1)

(2)

(3)

(4)

(6)

(7)

(8)

(9)

trewk ← WEEK 曜日データ初期設定

(5)

#define WEEK  0x04 /* 木曜日 */

タイマREリセット
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(2) タイマREカウンタを停止します。

タイマRE制御レジスタ1 (TRECR1)

(3) タイマREカウンタが停止するまで待ちます。

タイマRE制御レジスタ1 (TRECR1)

(4) タイマREをリセットします。“1”を書いた後、続けて“0”を書きます。

タイマRE制御レジスタ1 (TRECR1)

(5) タイマREカウントソース選択レジスタを設定します。

タイマREカウントソース選択レジスタ (TRECSR)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 0 × × －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b7 TSTART タイマREカウント開始ビット 0：カウント停止 R/W

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b1 TCSTF タイマREカウントステータスフ

ラグ

0：カウント停止中

1：カウント中

R

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 × 0 × －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b4 TRERST タイマREリセットビット このビットを“1”にした後、“0”にすると次の状態

になります。
• TRESEC、TREMIN、TREHR、TREWK、TRECR2
レジスタが“00h”

• TRECR1レジスタのTCSTF、INT、PM、H12_H24、
TSTARTビットが“0”

• 8ビットカウンタが“00h”、4ビットカウンタが

“0h”

R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － × × × 1 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 RCS0 カウントソース選択ビット リアルタイムクロックモードでは“00b”にして

ください

R/W
b1 RCS1 R/W
b2 RCS2 4ビットカウンタ選択ビット リアルタイムクロックモードでは“0”にしてく

ださい

R/W

b3 RCS3 リアルタイムクロックモード選択
ビット

リアルタイムクロックモードでは“1”にしてく

ださい

R/W
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(6) タイマRE制御レジスタ1を設定します。

タイマRE制御レジスタ1 (TRECR1)

(7) 曜日データを設定します。

タイマRE曜日データレジスタ (TREWK)

(8) 秒周期割り込みを許可します。

タイマRE制御レジスタ2 (TRECR2)

(9) タイマRE割り込みを許可します。

割り込み制御レジスタ (TREIC)

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 1 × 1 × －

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b3 INT 割り込み要求タイミングビット リアルタイムクロックモードでは“1”にしてくださ

い

R/W

b6 H12_H24 動作モード選択ビット 1：24時間モード R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
シンボル － － － － 1 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 WK0 曜日カウントビット b2 b1 b0

 1 0 0：木
R/W

b1 WK1 R/W
b2 WK2 R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － 0 × × × × 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 SEIE 秒周期割り込み許可ビット 1：秒周期割り込み許可 R/W
b5 COMIE コンペア一致割り込み許可ビット リアルタイムクロックモードでは“0”にしてく

ださい

R/W

ビット b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
設定値 － － － － 0 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 ILVL0 割り込み優先レベル選択ビット b2 b1 b0

 0 0 1：レベル1
R/W

b1 ILVL1 R/W
b2 ILVL2 R/W
b3 IR 割り込み要求ビット 0：割り込み要求なし R/W
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4.5 タイマRE割り込み処理

•フローチャート

•レジスタ設定

(1) 秒データ変数を更新するために、タイマRE秒データレジスタを読み出します。

タイマRE秒データレジスタ (TRESEC)

(2) 分データ変数を更新するために、タイマRE分データレジスタを読み出します。

タイマRE分データレジスタ (TREMIN)

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 SC00 秒一位カウントビット 1秒ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、秒十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 SC01 R/W
b2 SC02 R/W
b3 SC03 R/W
b4 SC10 秒十位カウントビット 0から5をカウントして、60秒をカウント 0～5

(BCDコード )
R/W

b5 SC11 R/W
b6 SC12 R/W

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 MN00 分一位カウントビット 1分ごとに0から9をカウント。桁上がりが

発生すると、分十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 MN01 R/W
b2 MN02 R/W
b3 MN03 R/W
b4 MN10 分十位カウントビット 0から5をカウントして、60分をカウント 0～5

(BCDコード )
R/W

b5 MN11 R/W
b6 MN12 R/W

_timer_re()

return

sec ← tresec & 0x7f 秒データ更新

min ← tremin & 0x7f

hr ← trehr & 0x3f

wk_old ← wk

wk ← trewk & 0x07

up_flg ← UPDATE

分データ更新

時データ更新

曜日データ前回値退避

曜日データ更新

アップデートフラグ オン

(1)

(2)

(3)

(4)
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(3) 時データ変数を更新するために、タイマRE時データレジスタを読み出します。

タイマRE時データレジスタ (TREHR)

(4) 曜日データ変数を更新するために、タイマRE曜日データレジスタを読み出します。

タイマRE曜日データレジスタ (TREWK)

ビット シンボル ビット名 機能 設定範囲 R/W
b0 HR00 時一位カウントビット 1時間ごとに0から9をカウント。桁上がり

が発生すると、時十位が1加算される。

0～9
(BCDコード )

R/W
b1 HR01 R/W
b2 HR02 R/W
b3 HR03 R/W
b4 HR10 時十位カウントビット 0から2をカウント。 0～2

(BCDコード )
R/W

b5 HR11 R/W

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
b0 WK0 曜日カウントビット b2 b1 b0

 0 0 0：日

 0 0 1：月

 0 1 0：火

 0 1 1：水

 1 0 0：木

 1 0 1：金

 1 1 0：土

R/W
b1 WK1 R/W
b2 WK2 R/W
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4.6 アップデート処理

•フローチャート

update()

up_flg ← NO_UPDATE

day++

day ← (day & 0xF0) + 0x10

num ← MONTH_DAYS[month]

アップデート フラグ クリア

day ← 1

month++

1

日付をインクリメント

BCD補正

月をインクリメント

wk = wk_old ?

(day & 0x0F) = 0x0A ?

leap_flg = COMM ?

num < day ?

num ← MONTH_DAYS_L[month]

month ← (month & 0xF0) + 0x10

BCD補正

(month & 0x0F) = 0x0A ?

2

月の日数を取得

日付に1を設定

No(日付変更)

No

No(閏年)

No

No

Yes

Yes(10日)

Yes(平年)

Yes(次の月)

Yes(10月)
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year++

year ← (year & 0xFFF0) + 0x0010

1

年をインクリメント

BCD補正

DEC < month ?

(year & 0x000F) = 0x000A ?

2

月に1を設定

return

month ← 1

year ← (year & 0xFF00) + 0x0100

(year & 0x00F0) = 0x00A0 ?

year ← (year & 0xF000) + 0x1000

(year & 0x0F00) = 0x0A00 ?

year ← 0x0000

(year & 0xF000) = 0xA000 ?

Yes(年変更)

Yes(10年)

Yes(100年)

Yes(1000年)

Yes(10000年)

No

No

No

No

No

閏年判定処理

leap_chk()

leap_flg ← 戻り値

閏年判定処理

閏年判定結果
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4.7 閏年判定処理

•フローチャート

work ← year

dec ← ((work & 0xF000) >> 12) * 1000

return(chk)

年データを格納する

leap_chk()

10進数に変換

dec ← dec + ((work & 0x0F00) >> 8)
* 100

dec ← dec + ((work & 0x00F0) >> 4)
* 10

dec ← dec + ((work & 0x000F) >> 0)
* 1

chk ← COMM

(dec % 4) = 0 ?

(dec % 100) != 0
 || ((dec % 100) = 0 &&

(dec % 400) = 0) ?

chk ← LEAP

閏年判定

No

No

Yes

Yes(閏年)
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5. 参考プログラム例
参考プログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

R8Cファミリのトップページの画面左メニュー「アプリケーションノート」をクリックしてください。

6. 参考ドキュメント
R8C/35Aグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.0.40
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート／テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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